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の
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ず
れ
に
も
通
用
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カ

五

八
O
イ
ス
ラl
ム
の
採
用
す
る
ヒ
ジ
ュ
ラ
暦
は
太
陰
暦
で
あ
り
、
閏
を
用
い
な
い
。
そ
し
て
そ
の
一
年
は
三
百
五
十

四
日
か
三
百
五
十
五
日
で
あ
る
(
三
十
年
の
周
期
の
う
ち
十
一
年
が
三
百
五
十
四
日
で
そ
の
余
が
三
百
五
十
五
日
で
あ
る
ー

し
た
が
っ
て
乙
れ
は
キ
リ
ス
ト
教
の
採
用
す
る
グ
レ
ゴ
リ
オ
太
陽
暦
の
一
年
よ
り
約
十
一
日
短
い
。

ヒ
ジ
ュ
ラ
暦
の
一
年
は
ム
ハ
ッ
ラ
ム
月
の
一
日
か
ら
始
ま
る
が
、
聖
な
る
預
言
者
の
誕
生
日
ラ
ビ
l

ウ
H

ル
H
ア
ウ
ワ
ル

月
の
十
二
日
は
一
般
に
そ
れ
か
ら
七
十
一
日
目
に
あ
た
る
。
そ
の
後
百
六
十
六
日
自
に
断
食
月
で
あ
る
ラ
マ
ダ
l
ン
月
が
始

ま
る
(
乙
の
月
は
二
十
九
日
の
場
合
と
三
十
日
の
場
合
が
あ
る
)
。
そ
の
九
十
八
日
後
に
犠
牲
祭
が
や
っ
て
く
る
。

ζ

れ

は

巡
礼
あ
け
の
祭
日
で
、
ズ
H

ル
H
ヒ
ツ
ジ
ャ
月
の
十
日
に
あ
た
る
。
以
下
の
表
に
示
し
た
日
々
と
実
際
に
新
月
が
み
ら
れ
る

臼
と
の
問
に
は
一
日
の
誤
差
が
あ
り
う
る
。
各
々
の
地
域
の
人
々
に
と
っ
て
は
、
実
際
に
新
月
を
見
る
乙
と
が
祭
日
の
正
確

な
日
々
を
決
定
す
る
唯
一
の
手
段
な
の
で
あ
る
。
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五
八
一

〈
一
〉

よ
い
。

(

ニ

)

.つ。

「
日
常
生
活
」
の
章
で
述
べ
た
よ
う
に
、
通
常
ム
ス
リ
ム
は
毎
日
五
回
神
に
礼
拝
を
捧
げ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

腕
の
礼
拝
。
繋
明
が
さ
し
そ
め
て
か
ら
、
つ
ま
り
日
の
出
の
約
一
時
間
半
前
か
ら
日
の
出
ま
で
の
聞
い
つ
で
も

正
午
の
礼
拝
。
緯
度
に
よ
っ
て
異
な
る
が
太
陽
が
子
午
線
を
通
過
し
た
時
点
か
ら
以
後
三
時
間
の
聞
に
行
な

会
一
〉
午
後
の
礼
拝
。
正
午
の
礼
拝
の
時
間
が
終
っ
て
か
ら
日
没
前
ま
で
の
間
に
行
な
う
。

(
四
)
タ
ベ
の
礼
拝
。
日
没
後
か
ら
黄
昏
の
光
が
消
え
る
ま
で
、
つ
ま
り
日
没
後
約
一
時
間
半
の
聞
に
行
な
う
。

(
五
)
夜
の
礼
拝
。
黄
昏
の
光
が
消
え
て
か
ら
繁
明
が
さ
し
そ
め
る
ま
で
、
つ
ま
り
暁
の
礼
拝
の
時
聞
が
始
ま
る
前
ま

で
に
戸
行
な
う
。

た
だ
し
赤
道
か
ら
遠
く
離
れ
た
地
域
で
は
右
に
定
め
た
時
間
で
は
き
わ
め
て
不
便
で
あ
る
。
そ
ζ
で
太
陽
の
動
き
の
代
り

に
、
計
算
に
よ
る
時
計
の
時
間
に
従
う
。
そ
し
て
す
で
に
述
べ
た
よ
う
に
緯
度
四
十
五
度
の
地
点
の
時
間
が
、
そ
の
緯
度
か

ら
極
地
ま
で
の
地
域
す
べ
て
に
適
用
さ
れ
る
。
し
た
が
っ
て
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
で
は
ボ
ル
ド
ー
か
ら
ブ
カ
レ
ス
ト
、
北
ア
メ
リ
カ

で
は
ポ
l
ト
ラ
ン
ド
か
ら
ハ
リ
フ
ァ
ッ
ク
ス
を
結
ぶ
線
が
通
常
地
域
の
北
限
と
な
る
。
乙
れ
ら
の
諸
都
市
以
北
の
地
域
は
す

べ
て
こ
れ
ら
の
場
所
の
礼
拝
時
聞
に
従
う
。
南
ア
メ
リ
カ
の
ア
ル
ゼ
ン
チ
ン
、
チ
リ
の
南
緯
四
十
五
度
以
南
の
地
域
に
関
し

て
も
同
様
の
操
作
を
行
な
う
。

五
八
ニ
以
下
に
南
・
北
緯
度
四
十
五
度
の
現
地
時
間
で
の
礼
拝
の
時
間
を
表
示
す
る
が
、
な
お
若
干
の
説
明
を
加
え
て

お
く
。

r、
a
、..-'

乙
乙
で
は
日
の
出
と
日
没
の
時
聞
を
表
示
し
て
お
く
。
正
午
の
礼
拝
の
起
点
は
季
節
に
よ
っ
て
異
な
る
が
十
二

368
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時
少
し
前
か
ら
十
二
時
半
ま
で
の
時
間
に
あ
た
る
。
他
の
二
つ
の
礼
拝
、
つ
ま
り
午
後
と
夜
の
礼
拝
の
時
間
は
上
述
の
説
明

に
準
じ
て
計
算
さ
れ
る
。

(
b
)

現
地
時
間
と
標
準
時
閣
の
聞
に
は
非
常
な
相
違
が
あ
る
。
事
実
赤
道
直
下
で
は
約
十
五
マ
イ
ル
ご
と
に
一
分
の

違
い
が
生
ず
る
の
で
あ
る
。
極
に
近
づ
く
に
し
た
が
っ
て
一
定
距
離
間
の
時
間
の
誤
差
は
縮
ま
っ
て
い
く
。
ア
メ
リ
カ
合
衆
国
、

カ
ナ
ダ
、
ソ
速
の
よ
う
な
大
国
で
は
、
東
の
墳
で
の
臼
の
出
の
時
間
が
、
西
の
墳
の
そ
れ
よ
り
も
八
時
聞
か
ら
十
時
間
も
早

本
書
の
時
間
表
は
現
地
時
間
で
あ
る
が
、
各
々
の
国
で
用
い
ら
れ
て
い
る
。
「
標
準
時
間
」
と
の
調
整
は
、
教
育
あ
る
人

々
に
と
っ
て
は
少
し
も
難
か
し
く
な
い
で
あ
ろ
う
。
例
え
ば
フ
ラ
ン
ス
の
時
計
は
、
実
際
の
現
地
時
間
よ
り
一
時
間
進
ん
で

い
る
。
し
た
が
っ
て
時
計
が
十
二
時
を
示
し
た
時
に
は
、
実
際
に
は
現
地
時
間
で
十
一
時
な
の
で
あ
る
。
毎
日
の
礼
拝
、
ま

た
は
断
食
の
開
始
、
終
了
時
聞
を
定
め
る
に
あ
た
っ
て
は
、
乙
の
事
実
を
考
慮
に
入
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

(

C

)

地
球
が
球
体
で
あ
る
た
め
、

一
日
が
始
ま
る
場
所
を
任
意
に
設
け
る
必
要
が
あ
る
。
現
在
で
は
日
付
変
更
線
は

ア
ジ
ア
と
ア
メ
リ
カ
の
聞
に
定
め
ら
れ
て
い
る
が
、
政
治
的
配
慮
も
あ
り
必
ら
ず
し
も
直
線
に
は
な
っ
て
い
な
い
。

と
乙
ろ
で
乙
の
問
題
は
ム
ス
リ
ム
に
と
っ
て
は
い
さ
さ
か
重
要
で
あ
る
。
例
え
ば
ム
ス
リ
ム
の
旅
行
者
が
船
か
飛
行
機
セ

日
本
ま
た
は
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
、
イ
ン
ド
ネ
シ
ア
か
ら
ア
メ
リ
カ
へ
、
ま
た
は
そ
の
逆
の
コ
1
ス
を
旅
し
て
い
る
と
し
よ
う
。

ア
メ
リ
カ
に
向
っ
て
い
る
場
合
、
乙
の
人
為
的
な
日
付
変
更
線
上
を
通
過
す
る
と
そ
乙
で
二
十
四
時
間
の
相
違
が
で
き
る
。

土
曜
日
が
金
曜
日
に
な
り
、
そ
の
後
一
定
の
時
聞
を
経
て
ま
た
土
曜
日
に
な
る
。
ア
メ
リ
カ
か
ら
ア
ジ
ア
に
や
っ
て
く
る
と
、

悶
じ
時
点
で
丸
一
日
が
追
加
さ
れ
、
金
曜
日
が
す
ぐ
に
土
曜
日
に
な
る
。
も
し
も
正
午
以
前
に
上
陸
、
着
陸
し
た
場
合
、
金

曜
日
の
礼
拝
は
到
着
地
の
臼
々
に
応
じ
て
な
さ
れ
、
旅
行
者
が
出
発
し
た
国
の
日
々
は
勘
案
さ
れ
な
い
。

第十五章
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(
d
)

飛
行
機
の
速
度
が
増
す
に
つ
れ
、
決
定
を
要
す
る
新
た
な
諸
問
題
が
生
じ
て
く
る
。
現
在
で
は
例
え
ば
日
の
出

の
直
後
に
西
に
向
け
て
出
発
す
れ
ば
、
あ
る
国
に
日
の
出
前
に
到
着
し
、
途
中
で
太
陽
が
東
に
沈
む
の
を
見
る
乙
と
に
な
る
。

日
没
後
に
出
発
す
る
と
西
か
ら
太
陽
が
昇
っ
て
く
る
の
が
見
え
る
の
で
あ
る
(
乙
の
よ
う
な
現
象
乙
そ
、
「
古
き
」
世
界
の

終
駕
の
兆
で
あ
る
と
聖
な
る
預
言
者
が
い
っ
て
い
る
が
、
そ
う
で
は
な
い
と
誰
が
い
い
う
る
で
あ
ろ
う
か
〉
。
逆
に
あ
る
国

を
六
時
に
出
発
し
、
三
時
間
後
現
地
時
間
が
九
時
の
代
り
に
十
二
時
で
あ
る
と
い
っ
た
事
態
も
生
ず
る
の
で
あ
る
。

(

e

)

迅
速
な
飛
行
機
に
よ
る
旅
行
に
よ
っ
て
も
た
ら
さ
れ
る
諸
問
題
の
一
つ
に
、
断
食
終
了
時
間
の
筒
題
が
あ
る
。

例
え
ば
春
の
季
節
に
サ
フ
1
ル
(
断
食
前
の
食
事
)
を
午
前
四
時
に
と
り
、
日
の
出
(
午
前
六
時
)
の
時
間
に
東
京
か
ら
タ
シ
ュ

ケ
ン
ト
経
由
で
チ
ュ
ニ
ス
に
向
っ
た
と
す
る
。
時
速
九
百
キ
ロ
で
八
時
間
飛
び
、
飛
行
機
が
着
陸
し
た
さ
い
に
は
、
現
地
時

間
は
午
後
二
時
で
は
な
く
、
い
ぜ
ん
と
し
て
午
前
六
時
で
、
太
陽
が
出
た
ば
か
り
な
の
で
あ
る
。
乙
れ
は
両
地
点
間
の
日
の

出
の
時
間
の
相
違
が
八
時
間
あ
り
、
飛
行
機
が
西
に
向
っ
て
、
つ
ま
り
「
太
陽
の
進
む
方
向
」
に
、
太
陽
と
同
じ
速
度
で
飛

ん
だ
結
果
で
あ
る
。

と
こ
ろ
で
当
の
旅
行
者
が
午
後
六
時
ま
で
待
っ
た
場
合
、
つ
ま
り
チ
ュ
ニ
ス
の
日
没
を
待
っ
た
場
合
、
彼
は
十
四
時
間
で

は
な
く
、
二
十
二
時
間
断
食
す
る
乙
と
に
な
る
。
同
様
に
も
し
も
彼
が
チ
ュ
ニ
ス
か
ら
東
京
に
向
っ
た
場
合
、
時
間
は
通
常

の
速
度
よ
り
二
倍
の
速
さ
で
過
ぎ
る
乙
と
に
な
る
。
そ
し
て
飛
行
時
間
六
時
間
後
に
、
つ
ま
り
彼
の
腕
時
計
が
正
午
十
二
時

を
さ
す
時
に
は
太
陽
は
タ
シ
ュ
ケ
ン
ト
の
東
で
沈
み
、
さ
ら
に
二
時
間
後
、
つ
ま
り
チ
ュ
ニ
ス
の
時
間
で
午
後
二
時
に
東
京

に
到
着
す
る
と
、
東
京
は
す
で
に
夜
の
十
時
な
の
で
あ
る
。

乙
れ
と
同
じ
よ
う
な
現
象
は
、
北
か
ら
南
、
南
か
ら
北
へ
旅
行
し
た
場
合
に
も
生
ず
る
。
乙
の
場
合
は
時
間
の
差
で
は
な

く
、
季
節
の
差
が
生
ず
る
。
十
二
月
と
い
え
ば
ノ
ル
ウ
ェ
ー
や
カ
ナ
ダ
で
は
極
寒
の
冬
の
季
節
で
あ
る
が
、
チ
リ
や
ケ
1

プ
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五
八
四
本
書
の
中
で
引
用
し
た
著
作
の
著
者
に
関
し
て
ご
く
短
か
な
解
説
を
付
し
た
と
し
て
も
、
そ
れ
だ
け
で
一
冊
の

書
物
が
必
要
で
あ
ろ
う
。
一
々
の
人
物
に
つ
い
て
は
一
般
に
『
エ
ン
サ
イ
ク
ロ
ペ
デ
ィ
ア
・
オ
ブ
・
イ
ス
ラ
1
ム
』
を
参
照

す
る
乙
と
が
で
き
る
が
、
そ
の
場
合
す
べ
て
の
項
目
が
充
分
に
客
観
的
で
あ
る
と
は
い
え
な
い
。
ま
た
乙
乙
で
は
キ
リ
ス
ト

教
暦
の
年
度
を
用
い
た
。
以
下
の
人
物
は
、
特
に
指
示
の
な
い
か
ぎ
り
、
す
べ
て
ム
ス
リ
ム
で
あ
る
。
ま
た
編
集
の
都
合
上

順
序
は
ア
ル
フ
ァ
ベ
ッ
ト
順
を
採
用
し
た
。

ア

プ
l
・
ダ
l
ウ
i
ド
(
八
八
八
年
没
)
ハ
デ
ィ
1
ス
の
主
要
な
編
纂
者
の
一
人
。
『
ア
ツ
H
ス
ナ
ン
』
の
著
者

ア

ブ
1
・
ハ
エ
l

フ
7

〈

七

六

七

年

没

)

ハ

ナ

フ

ィ

1
法
学
派
の
創
立
者
。
世
界
の
ほ
と
ん
ど
八
十
パ
ー
セ
ン
ト
の
ム
ス

リ
ム
が
乙
の
学
派
に
従
っ
て
い
る
。

ア

ブ
l
・
ウ
パ
イ
ド
(
八
三
八
年
没
)
有
名
な
ハ
デ
ィ
l
ス
の
編
纂
者
。
イ
ス
ラ
i
ム
の
財
政
学
の
書
、

ワ
i
ル
』
の
著
者
。

『
ア
ル
H

ア

ム

ア

ブ
1
・
ヤ
ア
ラl
・
ア
ル
リ
フ
7

ッ

ラ

l
ウ
(
一
O
六
五
年
没
)
ハ
ン
パ
リ
l
派
の
法
学
者
。
政
治
学
の
書
、

・
ア
フ
カ
1
ム
ツ
H

ス

ル

タ

l

ニ
i
ヤ
』
の
著
者
。

ア
ル
カ
マ
・
ア
ン
H

ナ

ハ

l
イ
1
〈
六
八
一
年
没
)
偉
大
な
法
学
者
。
預
言
者
の
教
友
、
イ
ブ
ン
・
マ
ス
ウ
1
ド
の
弟
子
。

ア
ル
川
ア
ウ
ザ
イ
l

(
七
七
三
年
没
)
偉
大
な
法
学
者
。
父
親
は
シ
ン
ド
(
現
在
の
パ
キ
ス
タ
ン
)
出
身
。
一
時
彼
の
法

学
派
は
、
イ
ス
ラ
1
ム
世
界
で
多
く
の
信
奉
者
を
も
っ
た
。

ア
ヴ
ィ
セ
ン
ナ
(
一
O
三
七
年
没
)
ア
ラ
ブ
名
は
イ
ブ
ン
・
シ
i

ナ
1
0
偉
大
な
自
然
科
営
者
、
哲
営
者
で
、
彼
の
著

作
は
現
在
で
も
大
学
で
教
え
ら
れ
る
い
る
。

ア
ル
H

パ

ラ

l
ズ
り

l

(
八
九
二
年
没
〉
偉
大
な
歴
史
学
者
、
伝
記
作
者
。
著
書
の
『
フ
ト
ゥ
l
フ
H

ル

H

ブ

ル

ダ
1
ン
』

『
ア
ル

374



タ
ウ
ン
で
は
酷
暑
の
夏
で
あ
る
。
そ
の
よ
う
な
飛
行
旅
行
を
行
な
う
場
合
に
は
、
出
発
地
の
時
間
に
従
う
べ
き
で
あ
り
、
常

に
変
化
す
る
通
過
地
の
現
地
時
間
に
よ
る
べ
き
で
は
な
い
と
い
う
の
が
常
識
の
認
め
る
と
こ
ろ
で
あ
る
。
乙
れ
は
断
食
と
同

様
礼
拝
に
も
通
用
す
る
。

ムスリムの日常生活第十五章
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に
は
英
語
、
ド
イ
ツ
語
、
ウ
ル
ド
ゥ
l
語
訳
が
あ
る
。
他
に
『
ア
ン
サ
l
ブ
H

ル
H

ア

シ

ュ

ラ
1
フ
』
の
著
作
が
あ
る
。

パ
イ
パ
ル
ス
ご
二
七
七
年
に
〉
バ
グ
ダ
ー
ド
を
破
壊
し
、
カ
リ
フ
の
ア
ル
H
ム
ア
タ
ス
ィ
ム
を
殺
害
し
た
の
ち
、
エ
ジ

プ
ト
に
進
軍
す
る
フ
ラ
グ
汗
を
、
ア
イ
ン
・
ジ
ャ
ル
l
ト
で
破
っ
た
エ
ジ
プ
ト
の
支
配
者
。

ア
ル
・
ピ
l
ル
I
ニ
l

(一
O
四
八
年
没
)
多
才
な
学
者
で
そ
の
科
学
、
歴
史
、
社
会
学
に
関
す
る
著
作
は
記
念
碑
的
な

も
の
。

ムスリムの日常生活

プ
I
ザ
ー
も
し
く
は
ブ
ッ
ツ
7
1

(
一
五
五
一
年
没
)
著
名
な
ド
イ
ツ
の
神
学
者
。
キ
リ
ス
ト
教
内
に
プ
ロ
テ
ス
タ
ン
ト

教
会
を
設
立
し
た
創
立
者
た
ち
の
一
人
。

ア
ル
H

ブ

ハ

l
リ
l

(
八
七
O
年
没
)
も
っ
と
も
真
渡
性
の
高
い
ハ
デ
ィ
l
ス
の
編
纂
者
。
『
ア
ッ
H

サ

ヒ

l
フ
』
そ
の

他
の
著
作
の
著
者
。

ア
ッ
U

ダ

ミ

ー

リ

ー

(

一

四

O
五
年
没
)
有
名
な
動
物
学
者
で
『
ハ
ヤ
l

ト
H

ル
H

ハ

ヤ

ワ
1
ン
』
の
著
者
。

ア
V
H

ダ

l
リ
ミ
l
〈
八
六
九
年
没
)
ハ
デ
ィ
l
ス
の
主
要
な
編
纂
者
の
一
人
で
、
『
ア
ッ
H
ス
ナ
ン
』
の
著
者
。

ア
ッ
H

ザ

ハ

ピ

l

(
一
三
五
二
年
没
)
偉
大
な
歴
史
学
者
、
伝
記
作
者
。

ア
ッ
H

デ

ィ

フ

ラ

ウ

ィ
l
、
ワ
リ
l
ユ
ッ
ラ
l
・
ア
フ
マ
ド
〈
一
七
六
二
年
没
)
伝
承
学
、
ス
l
フ
イ
ズ
ム
に
通
じ
た
著

名
な
学
者
。
イ
ン
ド
・
パ
キ
ス
タ
ン
の
ム
ス
リ
ム
の
間
で
ル
ネ
ッ
サ
ン
ス
の
父
と
仰
が
れ
て
い
る
。

ア
V
H

デ

ィ

I
ナ
ワ
I
リ
l

(
八
九
五
年
没
〉
多
才
な
学
者
で
、
最
大
の
ム
ス
リ
ム
植
物
営
者
。

ア

ル
H

フ

7
1
ラ
I
ピ
1

(
九
五
O
年
没
〉
独
創
的
な
大
哲
学
者
。

ア

ル
N

ガ

ザ

I
リ
1

(
一
一
一
一
年
没
)
偉
大
な
神
学
者
、
ス
l
フ
ィ
ー
で
あ
る
。
そ
の
明
噺
さ
は
、
い
か
な
る
種
類
の

哲
学
が
イ
ス
ラ
l
ム
な
ら
び
に
理
性
と
相
容
れ
る
も
の
か
を
明
ら
か
に
し
た
。

第十五章
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ハ
ン
マ
ー
ド
(
七
三
七
年
没
)
大
法
営
者
。
ア
プ
1
・
ハ
ニ
l
フ
ァ
の
師
。

ハ
ン
マ
ー
ド
・
イ
プ
ン
・
ム
ナ
ッ
ピ
フ
(
七
一
九
年
没
)
初
期
の
ハ
デ
ィ
l
ス
編
纂
者
。
預
言
者
の
教
友
、
ア
ブ
1
・
フ

ラ
イ
ラ
の
弟
子
。

イ
ブ
ン
・
ア
プ
ド
H

ル
H
ハ
カ
ム
(
八
七
一
年
没
〉
歴
史
学
と
伝
承
学
に
精
通
し
た
学
者
。
『
フ
ト
ゥ
l
フ
・
ミ
ス
ル
』

の
著
者
。

イ
プ
ン
・
フ
ァ
ド
ラ
1
ン
九
一
一
一
年
に
大
使
兼
宣
教
師
と
し
て
ロ
シ
ア
に
派
遣
さ
れ
、
ブ
ル
ガ
ー
ル
〈
現
在
の
カ
ザ
ン
)

の
王
を
改
宗
さ
せ
た
。
彼
の
旅
行
記
が
残
さ
れ
て
い
る
。

イ
ブ
ン
・
フ
ィ
ル
ナ
ス
〈
九
二
一
年
没
)
空
飛
ぶ
機
械
を
発
明
し
、
星
ば
か
り
で
な
く
雲
や
稲
妻
の
姿
を
写
し
出
す
プ
ラ

ネ
タ
リ
ウ
ム
を
作
っ
た
特
異
の
才
能
の
持
主
。
偉
大
な
音
楽
家
で
も
あ
る
。

イ
ブ
ヌ
H

ル
M
ハ
イ
サ
ム
(
一

O
三
九
年
没
〉
有
名
な
科
学
者
で
、
特
に
そ
の
光
学
上
の
著
作
が
高
く
評
価
さ
れ
て
い
る
。

イ
プ
ン
・
ハ
ジ
ャ
ル
・
ア
ル
H

ア

ス

カ

ラ

ー

z
l
〈
一
四
四
九
年
没
)
著
名
な
伝
承
学
者
、
伝
記
作
者
。

イ
ブ
ン
・
ハ
ン
パ
ル
(
八
五
五
年
没
〉
ハ
ン
パ
リ
l
法
学
派
の
創
始
者
。
ア
ッ
日
シ
ャ
l
フ
ィ
イ
!
の
弟
子
で
、
同
時
に

主
要
な
ハ
デ
ィ
!
ス
編
纂
者
の
一
人
に
数
え
ら
れ
る
。

イ
プ
ン
・
ハ
ウ
カ
ル
〈
九
七
七
年
頃
没
)
有
名
な
地
理
学
者
。

イ
ブ
ン
・
ヒ
シ
ャ
l
ム
(
八
一
一
一
四
年
没
)
歴
史
学
者
。
彼
の
『
預
言
者
伝
』
は
、
正
当
に
も
高
い
評
価
を
，
つ
け
て
い
る
。

ζ

の
著
作
は
A
-
ギ
l
ヨ
!
ム
に
よ
り
英
訳
さ
れ
て
い
る
。

イ
ブ
ヌ
川
ル
H

カ

ル

ピ

1
〈
八
一
九
年
没
)
歴
史
学
者
。
特
に
イ
ス
ラ
l
ム
以
前
の
古
代
ア
ラ
ビ
ア
を
専
門
と
し
て
い
る
。

イ
プ
ン
・
ハ
ル
ド
ゥ
i

ン

ご

四
O
六
年
没
)
社
会
学
者
、
歴
史
学
者
。
彼
の
年
代
記
の
『
序
説
』
は
新
た
な
学
問
、
歴

376



史
哲
学
を
産
み
だ
し
た
。

イ
プ
ン
・
マ
ー
ジ
ヤ
(
八
八
六
年
没
)
ハ
デ
ィ
l
ス
の
主
要
な
編
纂
者
の
一
人
。

十
五
世
紀
の
偉
大
な
航
海
者
。
ヴ
ァ
ス
コ
・
ダ
・
ガ
マ
の
船
隊
を
導
い
て
、
ア
フ
リ
カ
か
ら
イ
ン

イ
ブ
ン
・
マ
ジ
l
ド

ド
に
航
海
し
て
い
る
。

イ
ブ
ヌ
H

ル
H

ム

カ

ッ

フ
7
ア
(
七
五
六
年
没
)
異
教
徒
で
あ
る
が
、
行
政
能
力
に
秀
で
た
文
人
。
叫
カ
リ
l
ラ
・
ヮ
・

デ
ィ
ム
ナh
ぞ

の

他

の

ベ

ル

シ

ャ

語

の

作

品

を

、

ア

ラ

ビ

ア

語

訳

し

て

い

る

。

イ
ブ
ヌ
ン
け
ナ
フ
ィ
l
ス
(
一
二
八
八
年
没
)
ダ
マ
ス
カ
ス
で
医
学
を
学
ぶ
。
ア
ヴ
ィ
セ
ン
ナ
の
解
剖
学
に
付
し
た
彼
の

註
釈
は
、
血
液
の
循
環
系
を
正
確
に
伝
え
て
い
る
。
乙
の
点
で
彼
は
、
ガ
レ
ノ
ス
と
ア
ヴ
ィ
セ
ン
ナ
の
意
見
を
否
定
し
て
い

る
。

ムスリムの日常生活

イ
ブ
ン
・
ル
シ
ュ
ド
(
一
一
九
八
年
没
)
偉
大
な
法
学
者
、
哲
学
者
、
科
学
者
。

イ
ブ
ン
・
サ
ア
ド
(
八
四
四
年
没
)
初
期
の
歴
史
学
者
。
路
大
な
伝
記
的
事
典
の
著
者
で
あ
る
。

イ
ブ
ン
・
シ
l
ナ
l
ア
ヴ
ィ
セ
ン
ナ
の
項
を
見
よ
。

イ
プ
ラ
l
ヒ
l
ム
・
ア
ン
H

ナ

ハ
l

イ
l

(
七
一
三
年
没
〉
大
法
学
者

ア

ル
N

イ

ド

リ

l
シ
1

(
一
一
六
四
年
没
)
彼
の
地
理
書
と
世
界
地
図
は
、
当
時
の
驚
異
の
一
つ
で
あ
る
。

ア
ル
H

イ

ヤ

l
F
〈
一
一
四
九
年
没
〉
有
名
な
ハ
デ
ィ
l
ス
の
編
纂
者
、
歴
史
学
者
。

ジ
ャ
l
ピ
ル
・
イ
プ
ン
・
ハ
イ
ヤ
ー
ン
(
七
七
六
年
頃
没
)
も
っ
と
も
初
期
の
科
学
、
哲
学
者
た
ち
の
一
人
。

ジ
ャ
7

フ

ァ

ル

・

ア

ッ

H

サ

l
デ
ィ
ク
(
七
六
五
年
没
)
偉
大
な
法
学
者
、
ス
l
フ
ィ
l
。

ア

ル
H

ジ

ャ

1
ヒ
ズ
(
八
六
八
年
没
)
多
才
な
学
者
、
文
人
。
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ア

ル
H

キ

ン

デ

ィ

l

(
九O
O
年
頃
没
)
独
創
的
な
科
挙
者
、
哲
掌
者
。

ル

タ
l
〈
一
五
四
六
年
没
)
プ
ロ
テ
ス
タ
ン
ト
教
会
の
設
立
者
。
彼
は
同
時
に
ア
ラ
ビ
ア
語
に
精
通
し
て
い
た
。

マ
l
リ
ク
(
七
九
五
年
没
)
マ
リ
l
キ
!
法
学
派
の
創
立
者
。
『
ア
ル
H
ム
ワ
ッ
タ
ウ
』
の
著
者
。

マ
ア
マ
ル
・
イ
ブ
ン
・
ラ
シ
l
ド
(
七
七
O
年
没
)
初
期
の
ハ
デ
ィ
1
ス
編
纂
者
の
一
人
。
『
ア
ル
H
ジ
ャ
l
ミ
ウ
』
の

著
者
。
ア

ル
H

マ

ア

ム

l
ン
(
八
三
三
年
没
)
バ
グ
ダ
ー
ド
の
ア
ッ
パ
ー
ス
朝
カ
リ
フ
。
学
芸
の
擁
護
者
。

ア
ル
・
マ
ス
ウ
l
デ
ィ
l

(
九
五
六
年
没
)
歴
史
学
者
。
多
く
の
著
作
の
著
者
。

ア
ル
・
マ
l
ワ
ル
デ
ィ
i

ご

O
五
八
年
没
)
政
治
家
、
法
蛍
者
、
政
治
学
者
。
そ
の
著
書
『
ア
ル
H
ア
フ
カ
l
ム
ッ
H

ス
ル
タ
l
ニ
l
ヤ
』
に
は
英
訳
も
あ
る
。

メ
ラ
ン
ク
ト
ン
(
一
五
六
O
年
没
)
ド
イ
ツ
人
。
プ
ロ
テ
ス
タ
ン
テ
イ
ズ
ム
の
創
始
者
た
ち
の
一
人
。

ミ
ス
カ
ワ
イ
ヒ
〈
一
O
三
O
年
没
)
歴
史
学
者
、
社
会
蛍
者
。

ム
ス
ア
ブ
・
ア
ッ
H

ズ

パ

イ

リ
l

(
八
五
O
年
没
)
初
期
の
歴
史
営
者
。
『
ナ
サ
ブ
・
ク
ラ
イ
シ
ュ
』
の
著
者
。

ム
ス
リ
ム
(
八
七
五
年
没
〉
最
良
の
ハ
デ
ィ
l
ス
の
編
纂
者
の
一
人
。
『
ア
ツ
H

サ

ヒ

l
フ
』
の
著
者
。

ア
ン
H

ナ

サ

I
イ
l

(
九
一
五
年
没
)
ハ
デ
ィ
!
ス
の
主
要
な
編
纂
者
の
一
人
。
『
ア
ッ
H
ス
ナ
ン
』
の
著
者
。

ア

ル
H

カ

ズ

ウ

ィ
l
ニ
l

(
一
二
八
三
年
没
)
有
名
な
科
蛍
者
、
歴
史
営
者
。

ラ

シ
l
ド
ッ
H

デ

ィ

l
ン
・
ハ
l
ン
ご
コ
二
八
年
没
)
有
名
な
世
界
史
の
著
者
。

ア
ツ
H

ラ

1
ジ
l

(
九
二
五
年
没
)
哲
学
者
。
同
時
に
名
声
を
は
せ
た
医
師
。

サ
l
イ
ド
・
ア
ル
H

ア

ン

ダ

ル

l
シ
l

(一
O
七
O
年
没
〉
有
名
な
社
会
学
者
。
歴
史
学
者
。
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ムスリムの日常生活

サ

ラ
l
フ
V
H

デ

ィ

l
ン
(
一
一
九
三
年
没
)
エ
ジ
プ
ト
・
シ
リ
ア
の
支
配
者
。
士
字
箪
時
代
K
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
の
連
合
軍

と
戦
い
成
果
を
お
さ
め
て
い
る
。
同
時
に
敬
度
な
支
配
者
と
し
て
知
ら
れ
る
。

ア
ッ
H

サ

ラ

フ

シ

1
2
0
九
O
年
没
)
偉
大
な
法
学
者
。
そ
の
著
書
『
ア
ル
け
マ
プ
ス
l
ト
』
は
印
制
さ
れ
て
三
十
巻

に
及
ぶ
。

ア
ッ
H

シ

ャ
1
フ
ィ
イ
l
(
八
二
O
年
没
)
シ
ャ1
フ
ィ
イ
l
法
学
派
の
創
学
者
。
『
ア
ル
H
ウ
ン
ム
』
、
『
ア
ッ
H

リ

サ

l

e

フ
』
の
著
書
が
あ
る
。
特
に
後
者
は
抽
象
的
な
意
味
に
お
け
る
法
学
に
関
す
る
、
世
界
で
初
め
て
の
著
作
と
い
え
る
。
ち
な

み
に
乙
の
書
に
は
英
訳
が
あ
る
。

ア
ッ
H

タ

パ

り
l

(
九
二
三
年
没
)
多
才
な
学
者
。
彼
の
ク
ル
ア
l
ン
、
法
学
、
歴
史
に
関
す
る
諸
著
作
は
、
驚
異
的
な

博
学
を
し
の
ば
せ
る
。

タ
1
ジ
ユ
ツ
H

シ

ャ

リ
1
ア
・
ウ
マ
ル
・
イ
プ
ン
・
サ
ド
ル
ッ
H

シ

ャ

リ
l
ア
ト
H

ル
H

ア

ウ

ワ

ル

彼

は

一

二

九

五

年

に
『
ニ
ハ
l
ャ
・
ハ
1
シ
ヤ
ト
H

ル
H
ヒ
ダ
!
ヤ
』
を
編
ん
で
い
る
。
と
れ
は
『
ア
ル
H

ヒ

ダ
1
ヤ
』
の
註
釈
書
で
あ
る
が

現
在
で
も
ハ
ナ
フ
ィ
l
派
の
ム
ス
リ
ム
法
教
育
機
関
で
利
用
さ
れ
て
い
る
。

ア
ッ
H
テ
イ
ル
ミ
ズ
ィ
I

(
八
八
八
年
没
)
ハ
デ
ィ
l
ス
の
主
要
な
編
纂
者
の
一
人
。
『
ア
ル
H

ジ

ャ
l
ミ
ウ
』
の
著
者
。

ウ
マ
ル
一
世
(
イ
プ
ヌ
H

ル
H

ハ

ッ

タ

i
プ
〉
(
六
四
四
年
没
〉
初
代
カ
リ
フ
、
ア
プ
l
・
パ
ク
ル
の
後
を
継
ぎ
、
偉
大
な

征
服
を
な
し
と
げ
た
。
同
時
に
も
っ
と
も
敬
度
で
公
正
な
支
配
者
の
一
人
で
あ
っ
た
。

ウ
マ
ル
二
世
〈
イ
プ
ン
・
ア
プ
ドH
ル
H

ア

ジ
l
ズ
)
(
七
ニ
O
年
没
〉
ウ
マ
イ
ヤ
靭
の
き
わ
め
て
敬
度
な
カ
リ
フ
。

ウ
マ
ル
H

ル
H
ハ
イ
ヤ
ー
ム
(
一
一
一
一
二
年
没
)
多
才
な
笠
竜
天
文
学
者
で
あ
る
と
同
時
に
文
人
。

ザ
イ
ド
・
イ
プ
ン
・
ア
リ
1
〈
七
三
八
年
没
〉
ザ
イ
デ
ィ
i
法
学
派
の
創
始
者
。
も
っ
と
も
初
期
の
著
作
家
の
一
人
で
、
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彼
の
法
学
、
ク
ル
ア
1
ン
、
ハ
デ
ィl
ス
に
関
す
る
著
作
は
今
日
ま
で
伝
え
ら
れ
て
い
る
。

ズ
パ
イ
ル
・
イ
プ
ン
・
パ
ッ
カ
1
ル
ム
ス
ア
プ
・
ア
ッ
日
ズ
パ
イ
ル
の
甥
で
、
抽
博
識
な
系
譜
学
者
。
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ム
文
化
セ
ン
タ
ー
の
要
請
に
よ
り
、
フ
ラ
ン
ス
の
読
者
の
た
め
に
書
か
れ
た
入
門
書
で
あ
る
。
著
暑
の
ハ
ミ
1
ド
ッ
リ
ラ
ー

は
.
イ
ス
ラ
1
ム
諸
学
.
と
り
わ
け
法
学
に
精
通
し
た
ム
ス
リ
ム
で
あ
る
。
本
書
で
読
者
は
、
タ
ウ
ヒ
1
ド
、
一
化
の
教
え

で
あ
る
イ
ス
ラ
1
ム
の
思
想
が
‘
具
体
的
に
ウ
ン
て
共
同
体
の
宗
教
と
し
て
い
か
に
社
会
的
、
文
化
的
に
機
能
し
、
信
徒

た
ち
に
よ
っ
て
い
か
に
実
践
‘
維
持
さ
れ
て
い
る
か
を
簡
明
に
知
る
ζ
と
が
で
き
る
で
あ
ろ
う
。
発
刊
後
多
〈
の
読
者
に
受

け
入
れ
ら
れ
て
版
を
重
ね
・
多
〈
の
言
語
に
翻
訳
さ
れ
て
い
る
本
書
の
紹
介
は
、
イ
ス
ラ
!
ム
と
そ
の
実
践
の
実
体
に
つ
い

て
‘
総
合
的
な
視
野
を
う
る
た
め
に
、
時
宜
を
え
た
も
の
と
思
わ
れ
る
。
訳
業
は
四
年
前
に
完
了
し
て
お
り
、
諸
般
の
事
情

の
た
め
刊
行
が
大
巾
に
遅
れ
た
が
‘
現
在
で
も
な
お
イ
ス
ラ
l
ム
理
解
の
た
め
の
基
礎
的
な
著
作
と
し
て
重
要
性
は
失
な
わ

れ
て
い
な
い
で
あ
ろ
う
。
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訳
者
あ
と
が
き

乙
乙
数
年
来
の
わ
が
国
に
お
け
る
イ
ス
ラ
l
ム
へ
の
関
心
の
高
ま
り
に
つ
い
て
は
、
特
に
記
す
ま
で
も
な
い
。
オ
イ
ル
・

シ
ョ
ッ
ク
の
危
機
が
過
去
の
も
の
と
な
っ
た
現
在
、
当
時
ほ
ど
で
は
な
い
に
し
て
も
、
新
聞
、
雑
誌
等
に
紹
介
さ
れ
る
イ
ス

ラ
l
ム
‘
も
し
く
は
イ
ス
ラ
l
ム
世
界
の
関
連
記
事
は
以
前
と
比
較
し
て
圧
倒
的
に
数
多
い
。
し
か
し
イ
ス
ラ
l
ム
と
は
何

か
、
と
い
う
綬
本
的
な
問
題
に
つ
い
て
読
み
や
す
く
解
明
し
た
著
作
は
意
外
に
少
な
い
。
イ
ス
ラ
|
ム
と
い
う
教
え
‘
イ
ス

ラ
l
ム
世
界
と
縁
遠
い
わ
れ
わ
れ
に
と
っ
て
‘
こ
の
よ
う
な
状
況
は
対
象
の
真
の
理
解
を
妨
げ
る
要
因
以
外
の
な
に
も
の
で

も
な
い
。

困
難
は
‘
イ
ス
ラ
l
ム
そ
の
も
の
の
包
括
性
に
あ
る
と
い
え
よ
う
。
生
活
を
と
り
ま
く
諸
価
値
が
極
端
に
異
化
、
細
分
化

さ
れ
る
傾
向
に
あ
る
わ
れ
わ
れ
の
、
局
部
的
な
判
断
を
集
積
し
て
み
て
も
、
イ
ス
ラ
!
ム
と
い
う
総
合
的
な
価
値
体
系
は
容

易
に
把
握
し
え
な
い
。
生
活
の
あ
ら
ゆ
る
局
面
を
統
合
的
に
把
握
す
る
イ
ス
ラ
l
ム
は
、
む
し
ろ
細
部
の
異
化
そ
の
も
の
を

拒
否
し
て
い
る
の
で
あ
り
、
し
た
が
っ
て
例
え
ば
イ
ス
ラ
l
ム
の
宗
教
儀
礼
、
神
学
等
々
一
部
分
に
微
細
な
検
討
を
加
え
て

も
、
結
局
理
解
す
る
ζ
と
は
で
き
な
い
。
イ
ス
ラ
l
ム
の
統
合
的
な
世
界
観
は
、
事
態
を
総
合
的
に
把
握
し
よ
う
と
努
め
る

姿
勢
な
し
に
は
つ
い
に
把
え
え
な
い
の
で
あ
る
。

イ
ス
ラ
!
ム
の
統
合
的
な
特
質
と
い
う
本
質
的
な
性
格
に
加
え
て
、
乙
の
教
え
の
真
の
理
解
を
妨
げ
て
い
る
要
因
と
し
て

は
、
ム
ス
リ
ム
側
の
怠
惰
も
あ
げ
ら
れ
る
。
各
論
を
め
ぐ
る
小
冊
子
の
み
を
翻
訳
、
出
版
し
た
と
と
ろ
で
そ
の
全
体
像
は
、

つ
ま
り
乙
の
教
え
の
も
っ
と
も
肝
要
な
部
分
は
、
理
解
さ
れ
え
な
い
の
で
あ
る
。

上
述
の
欠
如
を
補
う
た
め
に
、
最
初
の
試
み
と
し
て
な
さ
れ
た
の
が
本
書
の
翻
訳
で
あ
る
。
本
書
は
元
来
パ
リ
の
イ
ス
ラ
l
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ア

ル
H

キ

ン

デ

ィ

i

(
九
O
O
年
頃
没
〉
独
創
的
な
科
学
者
、
哲
学
者
。

ル

タ
l
〈
一
五
四
六
年
没
〉
プ
ロ
テ
ス
タ
ン
ト
教
会
の
設
立
者
。
彼
は
同
時
に
ア
ラ
ビ
ア
語
に
精
通
し
て
い
た
。

マ
I
リ
ク
(
七
九
五
年
没
〉
マ
リ
1
キ
1
法
学
派
の
創
立
者
。
『
ア
ル
H
ム
ワ
ッ
タ
ウ
』
の
著
者
。

マ
ア
マ
ル
・
イ
プ
ン
・
ラ
シ
l
ド
(
七
七
O
年
没
)
初
期
の
ハ
デ
ィ
l
ス
編
纂
者
の
一
人
。
『
ア
ル
H

ジ

ャ

1
ミ
ウ
』
の

著
者
。
ア
ル
H

マ

ア

ム

l
ン
(
八
三
三
年
没
)
バ
グ
ダ
ー
ド
の
ア
ッ
パ
ー
ス
朝
カ
リ
フ
。
学
芸
の
擁
護
者
。

ア
ル
・
マ
ス
ウ
1
デ
ィ
l

(
九
五
六
年
没
)
歴
史
学
者
。
多
く
の
著
作
の
著
者
。

ア
ル
・
マ
1
ワ
ル
デ
ィ
1

三

O
五
八
年
没
)
政
治
家
、
法
学
者
、
政
治
学
者
。
そ
の
著
書
『
ア
ル
H
ア
フ
カ
1
ム
ツ
H

ス
ル
タ
1
ニ
1
ヤ
』
に
は
英
訳
も
あ
る
。

メ
ラ
ン
ク
ト
ン
(
一
五
六
O
年
没
)
ド
イ
ツ
人
。
プ
ロ
テ
ス
タ
ン
テ
イ
ズ
ム
の
創
始
者
た
ち
の
一
人
。

ミ
ス
カ
ワ
イ
ヒ
(
一
O
三
O
年
没
)
歴
史
学
者
、
社
会
学
者
。

ム
ス
ア
プ
・
ア
ツ
け
ズ
パ
イ
リ
l

(
八
五
O
年
没
)
初
期
の
歴
史
蛍
者
。
『
ナ
サ
ブ
・
ク
ラ
イ
シ
ニ
の
著
者
。

ム
ス
リ
ム
(
八
七
五
年
没
)
綾
良
の
ハ
デ
ィ
l
ス
の
編
纂
者
の
一
人
。
『
ア
ツ
H

サ

ヒ

1
フ
』
の
著
者
。

ア
ン
H

ナ

サ

1
イ
1

(
九
一
五
年
没
〉
ハ
デ
ィ
l
ス
の
主
要
な
編
纂
者
の
一
人
。

『
ア
ッ
H
ス
ナ
ン
』
の
著
者
。

ア
ル
H

カ

ズ

ウ

ィ

l
z
l

(
一
二
八
三
年
没
)
有
名
な
科
学
者
、
歴
史
学
者
。

ラ
シ
ー
ド
ッ
H

デ

ィ

i
ン
・
ハ
l
ン
(
二
日
二
八
年
没
)
有
名
な
世
界
史
の
著
者
。

ア
ッ
H

ラ

ー

ジ

1

(
九
二
五
年
没
)
哲
学
者
。
同
時
に
名
声
を
は
せ
た
医
師
。

サ
l
イ
ド
・
ア
ル
H

ア

ン

ダ

ル

1
シ
l

(一
O
七O
年
没
)
有
名
な
社
会
学
者
。
歴
史
蛍
キ
旬
。
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史
哲
学
を
産
み
だ
し
た
。

イ
プ
ン
・
マ
ー
ジ
ャ
(
八
八
六
年
没
)
ハ
デ
ィ
l
ス
の
主
要
な
編
纂
者
の
一
人
。

十
五
世
紀
の
偉
大
な
航
海
者
。
ヴ
ァ
ス
コ
・
ダ
・
ガ
マ
の
船
隊
を
導
い
て
、
ア
フ
リ
カ
か
ら
イ
ン

イ
プ
ン
・
マ
ジ
l
ド

ド
に
航
海
し
て
い
る
。

イ
ブ
ヌ
H

ル
H

ム

カ

ッ

フ
7
ア
〈
七
五
六
年
没
)
異
教
徒
で
あ
る
が
、
行
政
能
力
に
秀
で
た
文
人
。
『
カ
リ
l
ラ
・
ワ
・

デ
ィ
ム
ナ
』
ぞ
の
他
の
ベ
ル
シ
ャ
語
の
作
品
を
、
ア
ラ
ビ
ア
語
訳
し
て
い
る
。

イ
ブ
ヌ
ン
H

ナ

フ

ィ

l
ス
(
一
二
八
八
年
没
)
ダ
マ
ス
カ
ス
で
医
学
を
学
ぶ
。
ア
ヴ
ィ
セ
ン
ナ
の
解
剖
学
に
付
し
た
彼
の

註
釈
は
、
血
液
の
循
環
系
を
正
確
に
伝
え
て
い
る
。
乙
の
点
で
彼
は
、
ガ
レ
ノ
ス
と
ア
ヴ
ィ
セ
ン
ナ
の
意
見
を
否
定
し
て
い

，。。

ムスリムの日常生活

イ
ブ
ン
・
ル
シ
ュ
ド
(
一
一
九
八
年
没
)
偉
大
な
法
学
者
、
哲
学
者
、
科
営
者
。

イ
プ
ン
・
サ
ア
ド
(
八
四
四
年
没
)
初
期
の
歴
史
学
者
。
路
大
な
伝
記
的
事
典
の
著
者
で
あ
る
。

イ
プ
ン
・
シ
l
ナ
l
ア
ヴ
ィ
セ
ン
ナ
の
項
を
見
よ
。

イ
プ
ラ
1
ヒ
1
ム
・
ア
ンH
ナ

ハ
I
イ
l

(
七
一
三
年
没
)
大
法
学
者

ア
ル
u
イ
ド
リ
l
シ
l

(
一
二
ハ
四
年
没
)
彼
の
地
理
書
と
世
界
地
図
は
、
当
時
の
驚
異
の
一
つ
で
あ
る
。

ア
ル
H

イ

ヤ

ー

ド

ご

一

四

九

年

没

)

有

名

な

ハ

デ

ィ

1
ス
の
編
纂
者
、
歴
史
学
者
。

ジ

ャ
1
ピ
ル
・
イ
ブ
ン
・
ハ
イ
ヤ
ー
ン
(
七
七
六
年
頃
没
)
も
っ
と
も
初
期
の
科
学
、
哲
学
者
た
ち
の
一
人
。

ジ
ャ
ァ
フ
7

ル

・

ア

ッ

H

サ
l
デ
ィ
ク
(
七
六
五
年
没
)
偉
大
な
法
学
者
、
ス
l
フ
ィ
1
。

ア
ル
H

ジ

ャ

l
ヒ
ズ
(
八
六
八
年
没
〉
多
才
な
学
者
、
文
人
。
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彼
の
法
学
、
ク
ル
ア
1
ン
、
ハ
デ
ィ
1
ス
に
関
す
る
著
作
は
今
日
ま
で
伝
え
ら
れ
て
い
る
占

ズ
パ
イ
ル
・
イ
ブ
ン
・
パ
ッ
カ
ー
ル
ム
ス
ア
ブ
・
ア
ッ
H
ズ
パ
イ
ル
の
甥
で
、
博
識
な
系
議
学
者
。
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ムスリムの日常生活

サ

ラ
l
フ
V
H

デ

ィ
l
ン
ハ
一
一
九
三
年
没
〉
エ
ジ
プ
ト
・
ν
リ
ア
の
支
配
者
。
十
字
軍
時
代
に
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
の
連
合
軍

と
戦
い
成
果
を
お
さ
め
て
い
る
。
向
時
に
敬
虞
な
支
配
者
と
し
て
知
ら
れ
る
。

ア
ッ
り
ザ
ラ
フ
シ
1
2
0
九
O
年
没
)
偉
大
な
法
学
者
。
そ
の
著
書
『
ア
ル
H

マ

プ

ス
l
ト
』
は
印
刷
さ
れ
て
三
十
巻

に
及
ぶ
。

ア
ッ
H
シ
ャ
l
フ
ィ
イ
I

(
八
二
O
年
没
〉
シ
ャl
フ
ィ
イl
法
学
派
の
剣
学
者
。
『
ア
ル
"
ウ
ン
ム
』
、
『
ア
ッ
"
リ
サ
l

ラ
』
の
著
書
が
あ
る
。
特
に
後
者
は
抽
象
的
な
意
味
に
お
け
る
法
学
に
関
す
る
、
世
界
で
初
め
て
の
著
作
と
い
え
る
。
ち
な

み

に
ζ
の
書
に
は
英
訳
が
あ
る
。

ア
ッ
H

タ

パ

リ

i

(
九
二
三
年
没
)
多
才
な
学
者
。
彼
の
ク
ル
ア
l
ン
、
法
学
、
歴
史
に
関
す
る
諸
著
作
は
、
驚
異
的
な

博
学
を
し
の
ば
せ
る
。

タ
1
ジ
ユ
ツ
川
シ
ャ
リ
1
ア
・
ウ
マ
ル
・
イ
プ
ン
・
サ
ド
ル
ッ
H

シ

ャ

リ

l
ア
ト
H

ル
H

ア

ウ

ワ

ル

彼

は

一

二

九

五

年

に
『
ニ
ハ
l
ヤ
・
ハ
l
シ
ヤ
ト
H

ル
H

ヒ
ダ
l
ヤ
』
を
編
ん
で
い
る
。
ζ
れ
は
『
ア
ル
H

ヒ
ダ
l
ヤ
』
の
註
釈
書
で
あ
る
が

現
在
で
も
ハ
ナ
フ
ィ
1
派
の
ム
ス
リ
ム
法
教
育
機
関
で
利
用
さ
れ
て
い
る
。

ア
ッ
H

テ

イ

ル

ミ

ズ

ィ
l

(
八
八
八
年
没
)
ハ
デ
ィ
l
ス
の
主
要
な
編
纂
者
の
一
人
。
『
ア
ル
H

ジ

ャ
l
ミ
ウ
』
の
著
者
。

ウ
マ
ル
一
世
(
イ
ブ
ヌ
川
ル
H

ハ

ッ

タ
1
プ
〉
(
六
四
四
年
没
〉
初
代
カ
リ
フ
、
ア
プ
1
・
パ
ク
ル
の
後
を
継
ぎ
、
偉
大
な

征
服
を
な
し
と
げ
た
。
同
時
に
も
っ
と
も
敬
度
で
公
正
な
支
配
者
の
一
人
で
あ
っ
た
。

ウ
マ
ル
こ
世
(
イ
プ
ン
・
ア
プ
ド
H

ル
H

ア

ジ
l
ズ
〉
〈
七
二
O
年
没
)
ウ
マ
イ
ヤ
朝
の
‘
き
わ
め
て
敬
度
な
カ
リ
フ
。

ウ
マ
ル
H

ル
H

ハ

イ

ヤ

ー

ム

ご

コ

三

年

没

〉

多

才

な

営

者

。

天

文

学

者

で

あ

る

と

同

時

に

文

人

。

ザ
イ
ド
・
イ
プ
ン
・
ア
リ
l

(
七
三
八
年
没
)
ザ
イ
デ
ィ
l
法
学
派
の
創
始
者
。
も
っ
と
も
初
期
の
著
作
家
の
一
人
で
、
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訳

者

あ

と

が

き

乙
こ
数
年
来
の
わ
が
国
に
お
け
る
イ
ス
ラ
1
ム
へ
の
関
心
の
高
ま
り
に
つ
い
て
は
、
特
に
記
す
ま
で
も
な
い
。
オ
イ
ル
・

シ
ョ
ッ
ク
の
危
機
が
過
去
の
も
の
と
な
っ
た
現
在
、
当
時
ほ
ど
で
は
な
い
に
し
て
も
、
新
聞
、
雑
誌
等
に
紹
介
さ
れ
る
イ
ス

ラ
1

ム

、

も

し

く

は

イ

ス

ラ

l

ム

世

界

の

関

連

記

事

は

以

前

と

比

較

し

て

圧

倒

的

に

数

多

い

。

し

か

し

イ

ス

ラ

l

ム

と

は

何

か
、
と
い
う
根
本
的
な
問
題
に
つ
い
て
読
み
や
す
く
解
明
し
た
著
作
は
意
外
に
少
な
い
。
イ
ス
ラ
l
ム
と
い
う
教
え
‘
イ
ス

ラ
l
ム
世
界
と
縁
遠
い
わ
れ
わ
れ
に
と
っ
て
、
こ
の
よ
う
な
状
況
は
対
象
の
真
の
理
解
を
妨
げ
る
要
因
以
外
の
な
に
も
の
で

も
な
い
。

困
難
は
‘
イ
ス
ラ
l
ム
そ
の
も
の
の
包
指
性
に
あ
る
と
い
え
よ
う
。
生
活
を
と
り
ま
く
諸
価
値
が
極
端
に
異
化
、
細
分
化

さ
れ
る
傾
向
に
あ
る
わ
れ
わ
れ
の
‘
局
部
的
な
判
断
を
集
積
し
て
み
て
も
‘
イ
ス
ラ
l
ム
と
い
う
総
合
的
な
価
値
体
系
は
容

易
に
把
握
し
え
な
い
。
生
活
の
あ
ら
ゆ
る
局
面
を
統
合
的
に
把
握
す
る
イ
ス
ラ
l
ム
は
‘
む
し
ろ
細
部
の
異
化
そ
の
も
の
を

拒
否
し
て
い
る
の
で
あ
り
.
し
た
が
っ
て
例
え
ば
イ
ス
ラ
l
ム
の
宗
教
儀
礼
、
神
学
等
々
一
部
分
に
微
細
な
検
討
を
加
え
て

も
、
結
局
理
解
す
る
こ
と
は
で
き
な
い
。
イ
ス
ラ
!
ム
の
統
合
的
な
世
界
観
は
、
事
態
を
総
合
的
に
把
握
し
よ
う
と
努
め
る

姿
勢
な
し
に
は
つ
い
に
抱
え
え
な
い
の
で
あ
る
。

イ
ス
ラ
1
ム
の
統
合
的
な
特
質
と
い
う
本
質
的
な
性
格
に
加
え
て
、
乙
の
教
え
の
真
の
理
解
を
妨
げ
て
い
る
要
因
と
し
て

は
‘
ム
ス
リ
ム
側
の
怠
惰
も
あ
げ
ら
れ
る
。
各
論
各
め
ぐ
る
小
冊
子
の
み
を
翻
訳
、
出
版
し
た
と
ζ
ろ
で
そ
の
全
体
像
は
‘

つ
ま
り
ζ
の
教
え
の
も
っ
と
も
肝
要
な
部
分
は
、
理
解
さ
れ
え
な
い
の
で
あ
る
。

上
述
の
欠
如
を
補
う
た
め
に
、
最
初
の
試
み
と
し
て
な
さ
れ
た
の
が
本
書
の
翻
訳
で
あ
る
。
本
書
は
一
元
来
パ
リ
の
イ
ス
ラ
!
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ム
文
化
セ
ン
タ
ー
の
要
請
に
よ
り
、
フ
ラ
ン
ス
の
読
者
の
た
め
に
書
か
れ
た
入
門
書
で
あ
る
。
著
者
の
ハ
ミ
l
ド
ッ
H
ラ
ー

は
.
イ
ス
ラ
1
ム
諸
学
、
と
り
わ
け
法
学
に
精
通
し
た
ム
ス
リ
ム
で
あ
る
。
本
書
で
読
者
は
.
タ
ウ
ヒ
i
ド
‘
一
化
の
教
え

で
あ
る
イ
ス
ラ
l
ム
の
思
想
が
‘
具
体
的
に
ウ
ン
て
共
同
体
の
宗
教
と
し
て
い
か
に
社
会
的
、
文
化
的
に
機
能
し
、
信
徒

た
ち
に
よ
っ
て
い
か
に
実
践
‘
維
持
さ
れ
て
い
る
か
を
簡
明
に
知
る
ζ
と
が
で
き
る
で
あ
ろ
う
。
発
刊
後
多
く
の
続
者
に
受

け
入
れ
ら
れ
て
版
を
重
ね
，
多
〈
の
言
語
に
翻
訳
さ
れ
て
い
る
本
書
の
紹
介
は
‘
イ
ス
ラ
1
ム
と
そ
の
実
践
の
実
体
に
つ
い

て
、
総
合
的
な
視
野
を
う
る
た
め
に
・
時
宜
を
え
た
も
の
と
恩
わ
れ
る
。
訳
業
は
四
年
前
に
完
了
し
て
お
り
‘
諸
般
の
事
情

の
た
め
制
刊
行
が
大
巾
に
遅
れ
た
が
、
現
在
で
も
な
お
イ
ス
ラ
l
ム
理
解
の
た
め
の
纂
礎
的
な
著
作
と
し
て
重
要
性
は
失
な
わ

れ
て
い
な
い
で
あ
ろ
う
。
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